









































































ために宣伝活動を行った人物である。1915 年の 6 月頃、スコットを紹介したのはリーチである
が、柳のいうとおり、当時のスコットは日本へやってきた「非戦論者」のジャーナリストであっ
た2。宣伝要員となったのは在日グリーン英国大使の報告によれば 1916 年の 3 月からというので
3、柳の手紙から一ヶ月後のことだが、既に大使からなんらかの接触があったのかもしれない。
以降、スコットは、三月号の『太陽』に掲載された浅田江村「日英同盟の過去と将来」に批判し
                                                          
1 『柳宗悦全集』第 21 巻上(筑摩書房、1989), p.651(引用者訳) 
2 『柳宗悦全集』第 21 巻上, p.186. スコットと柳の関係については、既に Mari Nakami, ‘J. W. 
Robertson-Scott and his Japanese Friends’, pp.166-179 in Ian Nish (ed.), Britain & Japan: 
Biographical Portraits, vol.2 (London: Japan Library, 1997)があるが、残念ながら柳田との関係は触れら
れていない。なお本稿では、日本滞在のころからの慣用に従い、ロバートソン・スコットではなくスコッ
トと表記する。 
3  Ian H. Nish, Alliance in Decline: a Study in Anglo-Japanese Relations, 1908-23 (London: Athlone 
Press, 1972), p.169.  
5 
 
て、ジャパン・アドヴァタイザー社から『日本、英国及世界』というパンフレットを 4 月 10 日
に刊行し、さらに 12 月にはドイツの戦争犯罪を扇情的な挿絵とともにふんだんに書き立て『卑
劣な兵士(Ignoble Warrior)』(1916)を丸善から刊行するなど、旺盛な宣伝活動を繰り広げる。
柳はというと、12 月 18 日付けのリーチに宛てた手紙のなかで、昨日、スコットがやってきて「彼
の計画のことでずいぶん話し合った」ものの、あまりに現実的なスコットとは理念が違いすぎ、
どのようにすればよいのかリーチに助言を仰いだ 4。『卑劣な兵士』の印刷は 12 月 15 日、発行が
18 日とあるので、出版間近の自著についてスコットは柳に何らかの宣伝を要請したのだろう。
送られた『卑劣な兵士』を読んだ柳は、ドイツをおとしめ、聖戦という英国の大義名分を訴える






















                                                          
4 『柳宗悦全集』第 21 巻上, p.653. 
5 『柳宗悦全集』第 21 巻上, pp.652-653. 
6  この事実の重要性にいち早く注目した研究の一つがロナルド・A・モース『近代化への挑戦－柳田国男
の遺産』(岡田陽一, 山野博史訳, 日本放送出版協会, 1977)であ。同書 p.76 を参照。 
7  大藤時彦「柳田先生の翻訳」,『現代日本思想体系』筑摩書房, 月報 26(1965). 
8  船木裕『柳田国男外伝 白足袋の思想』(日本エディタースクール出版部, 1991), pp.132-133. 
9  船木『柳田国男外伝 白足袋の思想』, p.135.  















劣な兵士』の刊行まもない 1916 年 12 月 31 日付けの『ジャパン・タイムズ』に日英同盟批判を
寄稿しており、英国インド省文書に残された 1917年 2月 28日付けの「外国新聞日報(Daily Review 
of the Foreign Press)」にはその詳細な要約と引用が掲載されている。末尾には「野口氏は論
説家というより詩人として知られているが、その著作は不備が散見されるにもかかわらず、そし
てそれは英語の著作の場合、特に顕著ではあるが、日本の世論にはかなりの影響力をもっている」




ったのかもしれない。なお、イサムがアメリカの学校に向かうのは 1918 年の夏である。 




イジアン・レヴュー』(1920-1921)の顧問となるほか、1920 年 2 月には神智学協会の東京支部を
設立している。バイアスとは、早くも来日して一ヶ月後の 1919 年の 6 月にポール・リシャール
                                                                                                                                                                                    





ンの日本と日本のブラングィン」『ジャポニスム研究』(30), 2010, 88-95 を参照。 
11 Nish, Alliance in Decline, p.230. 
12 J.W. Robertson Scott, The Foundations of Japan: Notes Made during Journeys of 6,000 Miles in the 
Rural Districts as a Basis for a Sounder Knowledge of the Japanese People (London: John Murray, 
1922), p.xii. 
13 Nakami, ‘J. W. Robertson-Scott and his Japanese Friends’, pp.171. 




















Overseas Trade)からの 1919 年 3 月 29 日付けの問い合わせに対して、在日英国副領事の G・H・
フィップス(Phipps)がリーチに協力を要請したと思われる。フィップスは、貿易部の経理担当官
(comptroller-general)に宛てた 1919 年 11 月 17 日付けの報告書のなかで、日本における工芸の
現状と教育組織について概略を説明したあと、リーチという最適な人材による「現代日本におけ
る工芸の位置と、西洋からの需要に対応できる可能性について」報告書を付しており、そこにあ
るようにサンプル購入費用として 50 ポンドを供出してほしい旨を記している17。 






                                                          
15 James H. Cousins, New Japan (Madras: Ganesh, 1923), p.85. この日本滞在記にはバイアスとの交流
がしばしば記録されている。回顧録によれば、カズンズは友人の音楽家ヘンリー・アイクハイム（Henry 
Eichheim）とともにバイアスと熱海旅行へも行ったらしい。James H. Cousins and Margaret E. Cousins, 




ン学研究―日英間に広がる 21 世紀の地平―』(2013 年 3 月), 27-43 を参照。 



































                                                          
18  Public Record Office, FO 262 1410. これが報告書の末尾であるが、おそらく以下は割愛されて貿易部
に送られたのだと思われる。 
19  池田徳眞『プロパガンダ戦史』(中央公論社, 1981), p.85. 

































柳の感化かどうかはともかく、こうしたハーン理解は、1916 年 2 月に、柳がスコット宛の草稿
の手紙で対比した旅行者と理解者とまさに同じものといえる。ほかにも柳についてスコットは、
いみじくも「隔絶の観念」と題された一章のなかで、柳へのインタビューも含めて詳しくその思
                                                          
21 Scott, The Foundations of Japan, p.xi. 
22 もっとも“Genius of Japanese Civilization”が「日本文化の真髄」という訳題で一般化するのは、第一
書房版の『小泉八雲全集』第 4 巻(1927)以降かと思われる。 
23 船木『柳田国男外伝 白足袋の思想』, pp.133-135 および pp.165-166. 



















われたという。したがって、1916 年 2 月あるいは 12 月に反独宣伝をめぐる行き違いの前という
ことになるので、単に柳は持論を激しい調子で 1916 年 2 月の手紙で書いただけなのかもしれな
い。しかし、その 2 月の手紙は、キップリングやロティを持ち出すなど噛んで含めるように書い
ているところからも、およそ上記のような会話をしてからあととはなかなか考えにくいところが













                                                          
25 Scott, The Foundations of Japan , p.101. 
26 Scott, The Foundations of Japan , p.102. 



































京の華族会館で展示会が開かれることになった 29。1917 年 11 月 22 日から 24 日までの 3 日間、
                                                          
28 『柳田国男全集』第 7 巻(筑摩書房, 1998), p.234.『東側の窓』 



































                                                          
30 山田摩耶「エリザベス・キース『苦笑して我慢して』－アジアに魅せられた外国人絵師」, Medianet (16), 
2009, p.52.  以下、キースについては、2011 年 11 月 26 日に開催された日本比較文学会関西支部第 47






























            
図１ スコット『日本の基礎』序文から   図２ エリザベス・キース「ロバートソン・スコット」 
                                                          
31 船木『柳田国男外伝 白足袋の思想』,p.102. 
